
第１８回しらなみ会総会 会次第

日時：平成２９年４月２２日（土） 午後４時～

場所：ジェイドガーデンパレス（鹿児島市 上荒田19番1号）

■総会 午後４時～

会長挨拶

議長選出

一般報告
１ 事業報告
(1) 第17回しらなみ会総会・特別講演会・懇親会の報告

(2) 研究活動助成事業の報告

(3) その他の報告

２ 会計報告

３ 監査報告

議事議題
第１号議案：海洋土木工学科棟改修に伴う支援事業に関する件
第２号議案：平成29年度,平成30年度の事業計画(案)に関する件
第３号議案：平成29年度,平成30年度の予算(案)に関する件
第４号議案：役員改選に関する件

工学部創設７５周年記念事業について

■特別講演 午後５時～

「海洋土木工学科が取り組む地域創生と産学官連携
～コンクリート工学分野を例として～」

鹿児島大学学術研究院 理工学域工学系 教授 山口 明伸 先生

■懇親会 午後６時～
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第18回しらなみ会総会（一般報告，議事議題）

一般報告

１ 事業報告

(1) 第17回しらなみ会総会・特別講演会・懇親会の報告

・日 時 平成２７年４月１８日（土）（於 鹿児島市，ｼﾞｪｲﾄﾞｶﾞｰﾃﾞﾝﾊﾟﾚｽ）

①総会 午後４時～

・出 席 者 ７５名

・一般報告 事業計画，会計報告，監査報告が行われました。

・議 題 次の議案が提案され，「承認」されました。

第１号議案：役員改選の件

第２号議案：平成27年度･平成28年度事業計画(案)に関する件

①平成29年度に総会を開催［会則第12条：２年に１回開催］

②しらなみ会研究活動助成事業を実施［継続］

③卒業生による講演会を実施［新規］

第３号議案：平成27年度･平成28年度予算(案)に関する件

②特別講演 午後５時～

「海洋土木工学科における新たな研究分野の取り組み」

鹿児島大学学術研究院 理工学域工学系 教授 安達 貴浩 先生

③懇親会 午後６時～

参加者：１０１名

(2) 研究活動助成事業の報告［要領第５条］ ･･･ ３頁

(3) その他報告

・工学部同窓会会報「南桜風/第14,15号」の編集

・しらなみ会ホームページの更新

・年２回幹事会を開催，各支部(関東，関西，福岡，東北)で活動中 等

２ 会計報告 ･･･ ４頁

３ 監査報告 ･･･ ６頁

議事議題

第１号議案 「海洋土木工学科棟改修に伴う支援事業」に関する件 ･･･７頁

第２号議案 平成29年度,平成30年度の事業計画(案)に関する件

・平成31年度に総会を開催［会則第12条：２年に１回開催］

・しらなみ会研究活動助成事業を実施［継続］

・卒業生による講演会を実施 等

第３号議案 平成29年度,平成30年度の予算案に関する件 ･･･ ８頁

第４号議案 役員改選に関する件

会 長：(留)萩 亮 氏(S52卒)

副 会 長：(新)羽田 好勝氏(S59卒) ，(旧)新屋 隆浩氏(S58卒)

監 事：(新)濱田 成敏氏(S61卒) ，(旧)北崎 義隆氏(S53卒)

庶 務 幹 事：(留)木佐貫浄治氏(H 2卒)

庶務副幹事：(新)審良 善和氏(H11卒) ，(旧)山城 徹 氏(S55卒)

編 集 幹 事：(留)山中 浩平氏(H 2卒)

編集副幹事：(新)小池賢太郎氏(H23卒) ，(旧)酒匂 一成氏(H13修)

会 計 幹 事：(新)濵園 誠 氏(H13卒) ，(旧)濱田 成敏氏(S61卒)

会計副幹事：(新)長山 昭夫氏(H16卒) ，(旧)三隅 浩二氏(S57卒)
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しらなみ会研究活動助成事業について

平成27年度

（１）学会等講演発表助成

・採択者：10名

・講演会（開催地）

土木学会西部支部研究発表会（福岡）

（２）卒業論文優秀講演賞（しらなみ会優秀講演賞）（平成28年3月25日）

・受賞者：里山永光，杉園周仁

平成28年度

（１）学会等講演発表助成

・採択者：11名

・講演会（開催地）

国立カルナタカ工科大学学術交流会（インド）

土木学会全国大会（仙台）

コンクリート構造物の補修,補強,アップグレードシンポジウム（京都）

土木学会西部支部研究発表会（佐賀）等

（２）卒業論文優秀講演賞（しらなみ会優秀講演賞）（平成29年3月24日）

・受賞者：辻田美帆，有留晴香
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第１号議案

海洋土木工学科棟改修に伴う支援事業に関する件について

１ 経緯

・海洋土木工学科棟(以下，海土棟)については，昭和５０年に建築された

ところであり，老朽化が進んでいる。

・鹿児島大学郡元キャンパス内の研究棟において，順次，立替や改修工事

が進められてきたところである。

・平成29年度から海土棟においても改修事業が，行われることとなった。

・改修工事は文部科学省予算により実施され，平成29年秋頃に着工予定。

２ 支援の目的

・海土棟改修にあたり，同窓生同士(学生会員含む)，研究者や来客の方々

の交流の場として，多目的交流スペース(仮称)を整備し，同窓会活動や

研究環境の充実を図ることを目的とする。

３ 支援金額

一金２００万円とする。

４ 支援内容

・多目的交流スペースを整備(仮称)する費用に充てるものとする。

５ その他

・支援の具体的な内容については，平成29年度に詳細な設計を行うことか

ら，その過程で，整備内容を決定する。

【参考】

・現決算ベースで，繰越金が，約５００万円ある。

・平成２３年から，概ね５００万円の繰越金が続いている。

・前回(第17回,H27年)及び前々回(第16回,H25年)の総会において，繰越金

(内部留保金)の使用目的等について意見が出され，幹事会等で議論を行

ってたたところである。また，今後数年間は，大きな支出予定がない。
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し
ら

な
み

会
会
則

（
昭
和

５
５

年
５

月
１

５
日

制
定

）

（
名

称
）

第
１

条
本
会

は
，

鹿
児
島

大
学

工
学
部

し
ら

な
み

会
と
称

す
る

。

（
目

的
）

第
２

条
本
会

は
，

鹿
児
島

大
学

工
学
部

の
隆

盛
を

は
か
り

，
会

員
相

互
の

切
磋

琢
磨
と

親
睦

，
交

流
を

図
る
こ

と
を

目
的
と

す
る

。

（
事

業
）

第
３

条
本
会

は
，

そ
の
目

的
を

達
成
す

る
た

め
に

次
の
事

業
を

行
う

。

(
1
)
会

員
名

簿
の
発

行

(
2
)
会

誌
の

発
行

(
3
)
そ

の
他

本
会
の

目
的

を
達
成

す
る

た
め

に
必
要

な
事

業

（
組

織
）

第
４

条
本
会

は
，

次
の
会

員
で

組
織
す

る
。

(
1)

正
会

員
：

鹿
児

島
大

学
工
学

部
海

洋
土

木
開

発
工

学
科

お
よ

び
海

洋
土

木
工
学

科
の

卒
業
生

な
ら
び

に

同
大
学
院

修
了

生

(2
)
学

生
会

員
：

鹿
児

島
大
学
工

学
部

海
洋
土

木
工
学

科
の

在
学
生

，
な
ら

び
に
同

大
学

院
在
学
生

(
3)

特
別

会
員

：
鹿

児
島

大
学
工

学
部

海
洋

土
木

開
発

工
学
科

お
よ

び
海

洋
土

木
工
学

科
の

教
官
・

職
員
お

よ

び
教
官
・

職
員

で
あ

っ
た

も
の

，
な

ら
び
に
運

営
委

員
会

で
承
認
し

た
も

の
。

(4
)
名

誉
会

員
：

会
員

の
提
案
に

よ
り

，
総
会

の
決
議

に
よ

り
推
薦

し
た
も

の
。

第
５

条
本
会

は
，

本
部
を

鹿
児

島
大
学

工
学

部
海

洋
土
木

工
学

科
内

に
お

く
。

第
６

条
本
会

は
，

必
要
に

応
じ

て
各
地

区
に

し
ら

な
み
会

支
部

を
お

く
こ

と
が

で
き
る

。

（
役

員
）

第
７

条
本
会

に
は

，
次
の

役
員

を
お
く

。

(
1
)
会

長
１

名
萩

亮
(S
5
2
)

平
成

2
7
,
2
8
年

度

(
2
)
副

会
長

１
名

新
屋

隆
浩

(S
5
8
)

(
3
)
監

査
１

名
北

崎
義
隆

(S
5
3
)

(
4
)
庶

務
幹

事
１

名
，

庶
務
副

幹
事

１
名

木
佐

貫
浄
治

(
H
2
)
,
山

城
徹
(
S
5
5
)

(
5
)
編

集
幹

事
１

名
，

編
集
副

幹
事

１
名

山
中

浩
平

（
H
2
)
,
酒

匂
一
成

(
H
1
3

修)

(
6
)
会

計
幹

事
１

名
，

会
計
副

幹
事

１
名

濱
田

成
敏

(S
6
1
)
,
三

隅
浩
二

(
S
5
7
)

第
８

条
役
員

の
任

期
は
，

２
年

と
す
る

。
た

だ
し

，
再
任

は
妨

げ
な

い
。

第
９

条
各
役

員
は

，
総
会

に
お

い
て
承

認
さ

れ
る

。

（
運

営
）

第
1
0
条

会
長

は
，

本
会
を

代
表

し
，
会

務
を

総
理

し
，
運

営
委

員
会

の
議

長
と

な
り
，

そ
の

決
議

を
執

行
す
る

。
副

会
長
は

，
会

長
を
補

佐
し

，
会

長
が
欠

け
た

と
き

，
こ

れ
を

代
行
す

る
。

ま
た

監
査

は
，
会

の
運

営
全
般

の
監

査
を
行

う
。

庶
務
幹

事
は

，
一

般
庶

務
に
関

す
る

こ
と

，
総
会

に
関

す
る

こ
と

及
び

会
員
の

親
睦

交
流

等
に

関
す
る

こ
と

を
処
理

す
る

。
編
集

幹
事

は
，

名
簿
，

会
報

等
に

関
す

る
こ

と
を
処

理
す

る
。

会
計

幹
事
は

，
予

算
の
作

成
，

執
行
等

に
関

す
る

こ
と
を

処
理

す
る

。

第
1
1
条

（
削

除
：

運
営
委

員
及

び
部
会

）

（
総

会
）

第
1
2
条

会
長

は
２

年
に
１

度
定

例
総
会

を
開

催
す

る
。
臨

時
総

会
は

，
会
員

の
要

求
に
よ

り
開

催
す

る
。

（
会

計
）

第
1
3
条

本
会

は
，

必
要
な

経
費

は
，
会

費
，

寄
付

金
お
よ

び
雑

収
入

を
も

っ
て

こ
れ
に

充
て

る
。

会
費

の
額
お

よ
び

徴
収
方

法
に

つ
い
て

は
，

細
則

に
こ
れ

を
定

め
る

。

第
1
4
条

本
会

の
会

計
年
度

は
，

毎
年
４

月
１

日
に

始
ま
り

，
翌

年
３

月
３

１
日

に
終
わ

る
。

（
会

則
の

変
更

）

第
1
5
条

本
会

の
会

則
変
更

は
，

運
営
委

員
会

の
賛

成
を
得

た
提

案
に
対
し

，
総

会
に
お

い
て

，
出

席
正

会
員
の

過
半

数
の
賛

成
を

も
っ
て

，
こ

れ
を

改
正
す

る
。

附
則 (
1
)
こ

の
改

正
は
，

昭
和
５

５
年

８
月
１

５
日
か

ら
施
行

す
る

。

(
2
)
こ

の
改

正
は
，

昭
和
５

６
年

８
月
１

３
日
か

ら
施
行

す
る

。

(
3
)
こ

の
改

正
は
，

昭
和
５

８
年

４
月
３

０
日
か

ら
施
行

す
る

。

１
こ
の

改
正

は
，
昭
和

６
２

年
１
１

月
２
１

日
か

ら
施
行

す
る
。

２
こ
の

会
則

施
行
に
際

し
現

に
存
在

す
る
役

員
の

任
期
は

，
昭
和

６
３
年

３
月

３
１
日
ま

で
と

す
る
。

(
4
)
こ

の
改

正
は
，

平
成
元

年
８

月
１
３

日
か
ら

施
行
す

る
。

(
5
)
こ

の
改

正
は
，

平
成
８

年
１

１
月
２

日
か
ら

施
行
す

る
。

(
6
)
こ

の
改

正
は
，

平
成
２

３
年

４
月
２

３
日
か

ら
施
行

す
る

。

細
則

（
事

業
）

第
１

条
会
員

名
簿

は
，
３

年
に

１
回
発

行
し

，
会

誌
は
適

宜
発

行
す
る
。

（
支

部
）

第
２

条
各
支

部
は

，
会
則

の
趣

旨
に
そ

っ
て

，
そ

れ
ぞ
れ

会
則

を
定
め
て

運
営

し
，
そ

の
状

況
を

適
宜

本
部
に

報
告

す
る

。

（
部

会
）

第
３

条
（
削

除
：

部
会
）

（
会

費
）

第
４

条
会

費
は

，
終

身
会
費

制
と

し
，

工
学

部
同

窓
会
が

本
会

員
に

対
し
て

，
入

学
時

に
工

学
部

同

窓
会
費

と
し

て
徴
収

す
る

も
の

の
中

か
ら

，
本
会

に
按

分
さ

れ
た
分

を
も

っ
て

こ
れ

に
代

え

る
。

附
則

(
1
)
こ

の
細
則
は

，
昭

和
５
５
年

８
月

１
５
日
か

ら
施

行
す
る
。

(
2
)
こ

の
細
則
は

，
昭

和
５
８
年

４
月

３
０
日
か

ら
施

行
す
る
。

(
3
)
こ

の
細
則
は

，
平

成
元
年
８

月
１

３
日
か
ら

施
行

す
る
。

(
4
)
こ

の
細
則
は

，
平

成
９
年
４

月
１

日
か
ら
施

行
す

る
。

(
5
)
こ

の
改
正
は

，
平

成
２
３
年

４
月

２
３
日
か

ら
施

行
す
る
。

【
会

則
改

正
の

経
緯
】

昭
和

56
年

８
月

1
3日

の
改

正
点

：
総

会
の
開
催

時
期

を
２
年

に
一
度

か
ら
１

年
に
１
度
に
変

更
。

平
成

元
年
８
月

1
3日

の
改

正
点

：
細

則
第
１
条

会
員
名

簿
を
年
一

回
発

行
す
る
。

平
成

８
年
1
1月

２
日

の
改

正
点

：
学

科
名
称
変

更
に

伴
う

新
学
科
名

称
(
海
洋
土
木
工

学
科
)
の
追

加
(第

４
条

)

会
則

変
更

の
改
正

を
行
う

会
員

を
正
会

員
の
み

と
す
る

こ
と
の

変
更
(
第
1
5条

）

平
成

９
年
４
月

１
日

の
改
正
点

会
費
が
入
学

時
点

で
納
付
さ

れ
る

こ
と

か
ら
，
平

成
８

年
１
１

月
２
日

第
１

０
回
総

会
に
て

改
正
。

平
成

23
年

４
月

2
3日

の
改

正
点

運
営
委
員
会

に
よ

る
執
行
体

制
か

ら
幹

事
に
よ
る

執
行

体
制
に

変
更
。

（
本
則

第
７
条

，
第
1
0条

），
（

細
則

第
３
条
）

総
会
が
不
定

期
開

催
と
な
っ

て
い

る
た

め
，
現
状

に
併

せ
て
役

員
任
期

の
整

合
を
は

か
る

会
員
名
簿
の

発
行

を
３
年
に

１
回

（
工

学
部
名
簿

の
中

間
年
に

発
行
）
（
細
則
第
１

条
）

平
成
2
3年

４
月
2
3日

第
１
５

回
総

会
に
て

改
正
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しらなみ会研究活動助成事業実施要領

第１条（名称等）

本事業は，「しらなみ会研究活動助成事業」（以下，助成事業）と

称し，しらなみ会及び鹿児島大学工学部海洋土木工学科（以下，海

洋土木工学科）が，共同して行うものとする。

第２条（目的）

しらなみ会会則第４条に規定する学生会員（以下，学生会員）の

研究成果の向上を支援し，併せて，同窓会活動に対する理解を深め

てもらうことを目的とする。

第３条（助成限度額）

年間１０万円を限度とし，活動助成を行うものとする。

なお，助成対象者は，海洋土木工学科に一任する。

第４条（助成対象）

次の活動内容等に対して助成を行う。

(1) 卒論発表会における優秀講演賞受賞者に対して「しらなみ賞」

を贈る。

(2) 学生会員が参加する学会発表等に対して，活動助成金を支給

する。

(3) 上記以外に，助成事業の主旨に合致する研究活動等に対して

助成を行う。その場合は，しらなみ会会則第７条に規定する「会

長」及び「副会長」の承認を得るものとする。

第５条（事務）

本事業の運営に当たっては，しらなみ会会則第７条に規定する「庶

務幹事」，「庶務副幹事」及び海洋土木工学科が連絡，調整を行い実

施するものとする。

また，実施した助成内容については，しらなみ会会則第12条に規

定する「総会」において報告するものとする。

附則

この要領は，平成２５年４月２０日から施行する。

－ 10 －


